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本
とS

ふ
こ
と
を
考
へ
て
、
日
本
國
民
の
國
カ
伸
張
土 

S

ふ
己
と
を
念
頭
に
镫
い
於
な
ら
ば
、
私
は
敢
て
政
府 

の
か
肋
を
仰
於
な
く
て
$
ドン

*\
-
/

財
昇
を
發
展
せ
し 

む
る
こ
と
が
出
來
る
と
信
^
ま
す
。(

拍
手)

株
式
の
消
却

西
本
辰
之
助

I

本
論
に
於
て
は
主
と
し
て
純
益
を
以
ズ
す
る
株
式
の 

消
却
及
び
称
式
の
褙
却
に
對
す
る
株
主
保
議
の
二
方
面 

を
論
せ
ん
と
す
。
栎
式
消
却
と
は
會
社
好
其
株
式
の
一 

部
を
廢
滅
す
る
行
爲
を
云
.ふ
消
却
、

S

商
法
第
百
五
十
三 

條
の
失
權
と
異
る
點
は
失
権
の
場
合
に
は
個
々
の
株
主 

が
株
式
の
上
に
有
ず
る
*
利
於
消
滅
す
る
の
み
な
れ
ど 

?

棣
式
消
却
の
場
合
に
は
梂
式
其
物
於
消
¥

。

.
株
式
消
却
は
任
意
買
收
に
上6
て
行
ふ
場
合
と
强
制 

的
の
方
法(

抽
籤
、
通
告
の
也
き)

に
ょ
6
て
行
ふ
場
合 

\
と
あ
6
。
今
叉
資
本
減
少
を
行
ふ
目
的
を
以
て
す
る
場 

.

合
と
然
ら
次
る
場
合
と
あ6
。
叉
後
者
卽
資
本
減
少
を 

行
ふ
目
的
を
有
せ
ず
し
て
株
式
を
消
却
す
る
場
合
に
ニ 

\

あ
6
。

一
 

は
單
に
株
式
の
數
を
減
少
す
る
の
み
に
て
資 

本
を
減
少
せ
す
、
以y

各

I

株
の
額
面
を
#
加
せ
し
む 

る
の
に
し
バ
て
他ft
-
資
本
金
及】

#

の

額
-®
を

其

儘

と

し
單
に
株
數
の
み
を
減
少
せ
し
沁
以
<
各
株
に
對
す
る 

經
濟
的
の
割
前
を
增
加
せ
ん
と
す
る
％
の
な
ぅ
。
此
後 

の
場
合
の
.當
否
に
就
<

は
議
論
あ
6
後
に
述
ぶ
べし
。

 

叉
株
式
消
划
に
關
する
法
の
保
護
に
一
一
個
の
方
面
あ6 

1

は
個
々
の
株
主
の
保
護
に
し
で
、他
は
會
社
偾
務
者
の

.  

保
護
な
6
消
却
が
抽
摘
、
通
告
の
如
き
强
制
的
方
法
に 

よ
6
<

行
は
る
、
場
合
に
».
消
却
せ
ら
る
べ
き
株
式
を 

盲
す
る
株
主
は
其
意
に
反
し
て
栎
式
を
失
ふ
の
恐
あ
る 

が
故
之
を
保
護
す
る
の
必
要
あ
ろ
。
叉
資
本
減
少
を
行 

ふ
目
的
を
以
て
株
式
を
消
刺
す
る
か
叉
は
資
本
金
若
く 

は
法
定
準
備
金
を
以<
株

式

を

消

却

す

る
-«
合

に

は

債 

_

者
の
擔
保
を
害
す
る
の
恐
あ
る
舻
故
之
を
保
護
す
る 

の
必
要
あ
ら
依
て
左
に
債
權
者
保
議
及
株
主
保
鶴
の
兩 

方
面
に
分
ちV

論
せ
ん
と
す
。

' 

r

債
權
者
保
護

物
的
画
體
祀
る
栎
式
會
社
に
あ6
て
は
省
社
財
產
は 

會
社
債
權
者
の
唯
一
の
檐
保
允6
。
從
て
會
社
財
産
の

刺 

釤

瑠
減
は
直
接
に
債
權
者
の
利
害
に
影
*
を
.及
ぼ
す
。
顶 

し
て
此
會
社
偾
權
者
め
檐
保
杧
る
會
祉
財
產
は
微
に
資 

本
金
に
依
6
て
調
節
せ
ら
れ(

卽
ち
資V
本
金
額
を
負
債 

と
共
に
對
照
表
の
借
方
に
記
入
す
る
が
故
從
て
之
に
相 

當
す
る
財
產
を
貸
方
に
有
す
る
に
あ
ら
次
れ
ば
利
益
配 

當
を
な
す
を
得
ず)

故
|/
-
資
本
金
の
減
少
は
會
社
財
產 

減
少
の
端
を
開
き
從
て
會
社
偾
權
者
の
檐
保
を
?«
弱
な 

ら
し
む
る
の
恐
あ
6
。
故
に
假
令
直
接
に
は
會
社
財
產 

は
減
少
せ
次
る
名
資
本
金
減
少
す
る
揚
合
に
は
f t
權
者 

保
«
の
必
喪
あ
6
。
之
.に
反
しy

資
本
金
、が
減
少
せ
次 

る
^P

會
社
財
產
於
減
少
す
る
場
合
に
は
同
匕
く
偾
權
者 

0*
擔
保
を
減
少
す
る
於
故
之
を
保
®
す
る
必
要
あ
6
、
 

而
し
て
右
の
兩
場
合
を
兼
ぬ
る
と
き
卽
會
社
財
產
及
資 

本
金
共
に
減
少
す
る
場
合
に
は
偾
權
者
保
襲
の
必
要
页 

に
大
な
る
こ
と
勿
論
な
6
。

吾
商
法
第
百
五
十一

條
第
一
一
項
本
文
に
於
て「

a
s 

は
資
本
減
少
の
規
定
に
從
ふ
に
あ
ら
？
れ
ば
之
を
消
却 

す
る
を
得
^」

と
規
定
し
、而
し
て
資
本
減
少
に
關
す
る

七
0
沍



112

i

i

ls
l

雜

錄

規

定

の

主

要

な

る

部

分

は

卽

債

-*
者
保
護
に
關
る
が
故 

に
、
右
の
：規
定
に
依
み
て
會
社
倩
權
者
の
保
護
は
充
分 

に
達
せ
ら
れ
杧
る
名
の
と
云
ふ
べ
し
。
然
る
に
吾
商
法 

は
同
條
第
二
項
但
書
に
於v

「

伛
定
款
の
定
む
る
所
に 

從
64
株
主
に
酣
當
す
'へ
き
利
益
を
以
て
す
る
は
此
限
に 

在
ら
^」

と
規
宽
せ
6
。
而
し
て
獨
逸
商
法
第
二
百
ニ 

千
七
條
S
亦
略
右
と
同
欉
の
規
定
を
有
す
。
從
て
此
規 

定
の
.解
釋
種
々
に
分
れ
解
釋
如
何
に
ょ
6
て
は
第
百
五 

十

1
條
第
ニ
項
但
書
は
其
本
文
に
對
し
て
一
大
缺
陷
を 

作
6
*
る
於
如
き
觀
ぁ
6
。

.
然
れ
ど
名
先
決
問
題
と
し
て
栎
式
消
却
に
ょ
6
て
果 

し
.て
資
本
が
必
然
に
減
少
せ
次
.る
可
ら
次
る
名
の
な
6 

や
否
や
を
決
せ
^
る
可
ら
ず
。
此
點
1/
C
就
て
は
少
く
と 

名
栎
式
の
數
を
減
少
し
同
滕
に一

株
の
額
面
を
增
加
す
.
 

る
場
合(

例
へ
ば
株
式
の
數
を
半
減
し
一
栎
の
金
額
を 

倍
加
す
る
财
如
し)

に
は
株
式
の
消
却
に
依
ろ
て
資
本 

炉
減
少
せ
^
る
こ
と
明
か
な
'

cn  

(L
e
h
m

a
n
n

へ、Das  

R
e
c
h
t  d

e
r  A

k
tie

n
g
e
se

llsc
h
a
ft  B

d
,  II  

s' 
1
300)

次
に

七0

六

若
第
百
五
十一

條
第I

一
項
但
書
於
此
場
合
f
c
の
み
限
ら 

る
、
ぢ
の
と
す
る
坶
は
偾
權
者
保
護
の
點
ょ
6
見
て
何 

等
の
不
都
合
を
生
せ
ず
。
麄
し
採
主
に
酤
當
し
得
べ
き 

利
益
を
以
て
株
式
を
消
却
す
る
i
き
は
會
社
の
資
本
財 

產

(

玆
に
は
資
本
金
及
强
制
準
備
金
に
相
當
す
る
財
產 

の
意
に
用
ふ)

に
何
等
の
損
害
を
加
へ
ず
、且
右
の
場
合 

資
本
金
名
亦
依
然
變
更
せ
次
る
於
故
債
權
者
の
利
益 

を
害
す
る
こ
と
な
し
從
て
斯
の
如
き
場
合
を
商
法
百
.五 

十
一
條
第
二
項
伹
書
に
於
て
認
め
^
る
名
の
と
解
釋
す 

れ
ば
何
等
の
不
都
合
を
生
せ
少
、
果
し
て
然
ら
ば
同
® 

本
文
の
適
用
あ
る
場
合
如
何
と
云
ふ
に
若
し
株
式
の
消 

却
料
右
に
述
fc
る
i

1

同
の
目
的
を
以
ズ
然
か
g
株
主 

に
配
當
し
得
ベ
き
利
#
を
以
て
せ
ず
し
て
會
社
の
資
ホ 

财
產
を
以
て
爲
しH

- 3

は
消
却
の
目
的
に
支
出
し
tc
る 

程
度
に
於
て
減
少
し
爲
め
に
债
權
者
の
擔
保
が
薄
弱
と 

な

る

ぺ:!
.
。

故

に

此

場

合

に

は

債

權

者

を

保

護

す

る

の
 

必
喪
あ
6
。
第
百
五
十!

條
第i

l

項
本
文
は
此
場
合
に 

相
當
し
株
式
は
資
本
铖
少
の
規
定
に
從
ふ
に
ぁ
“

次
れ

tf
之
を
^
却
す
ゐN

i  

i
を
得
^
と
規
定
し
把
る
な
1
0,0
 

91

ち
右
の
場
合
に
は
資
本
減
少
に
は
ぁ
ら
次
れ
ど
0

偾 

權

者

の

利

害

に

關

す

る

こ

と

火

な

る

が

故

資

本

.®
少

の

ニ 

I I
定
に
從
は
し
ひ
る
こ
と
、
せ
6
。
若
し
夫
れ
株
式
於

\ 

最
初
ょ
6
資
本
減
少
の
0
的
を
以
て
消
却
せ
ら
る
、
場 

合
叉
は
梢
却
の
結
果
必
喪
に
資
本
減
少
を
生
す
る
場
合
.
 

(

若
之
を
！|

ひ
る
と
す
れ
ば)

に
於
て
は
資
本
減
少
の
規 

定
に
從
ふ
こ
と
當
然
に
し
て
敢
て
第
百
五
十
一
條
第
二 

項
本
文
の
規
®
を
俟
お
す
。
 

.

\ 

吾
商
法
の
株
式
游
却
に
關
す
る
規
定
を
右
の
如
く
解 

す
る
と
き
は
其
適
用
の
範
圍
頗
る
縮
少
す
と
雖
2
債
權 

者
保
護
の
點
上
6
見
て
不
都
合
を
生
せ
す
。
且
つ
法
理 

上
說
明
の
困
難
を
來
3
ず
。
且
同
規
定
の
如
き
有
害
無 

益
徒
ら
に
論
爭
を
起
す
の
み
に
し
<
寧
ろ
削
除
す
る
に 

若
;;
>
^ '
る
程
71
れ
»
右
の
如
く
適
用
の
範
1 1

を
非
常
に 

制
限
す
る
解
釋
を
以
て
適
當
な
6
と
信
卞
。
然
れ
ど
3 

吾
商
法
と
略
相
似
^
る
規
定
を
有
す
る
獨
逸
に
於
て
？ 

(H
,G

'B
.§

与

ン

右
の
如
く
解
す
る
者
全
然
無
く
何

雜

錄

れ
^
5
:
>
同
規
定
を
右
の
解
«
以
外
に
廣
く
適
用
せ
し
め
ん 

と
す
。
從
て
先
決
問
題
杧
る
株
式
の
消
却
は
必
要
資
本 

を
減
少
す
る
や
否
や
の
議
論

Tip

亦
右
の
場
合
を
金
然
度 

外
に
付
し
<
論
^

る
を
常
と
す
.。

株
式
の
消
却
»
必
ず
資
本
を
減
少
す
と
の
說
と
資
本 

を
減
少
す
る
場
合
と
然
ら
fo.'2
>
場
合
と
あ
6
と
の
說
と 

あ
6
。
第
一
說
は
叉
ニ
に
分
れ(

ィ)

株
式
梢
却
に
ょ
6 

て
資
本
金
は
減
少
し
其
減
少
額
に
相
®
す
る
財
産
は
次 

期
の
貸
偕
對
照
表
に
於
て
苒
ぴ
純
益
と
しV

现
は
れ
其 

純
益
を
以
て
洱
び
株
式
の
消
却
を
行
ひ
得
べ
し
と
の
說 

.と(s
ta

u
b
§

 

2
2

7 A
n
m

,  7-)  

(  
口 )

資
本
金
は
減
少
す
れ 

ど
名
其
減
少
額
に
相
當
す
る
部
分
は
强
制
積
立
金
と
し 

<
記
帳
し
之
に
相
當
す
る
財
產
は
純
益
に
あ
ら
す
と
す 

る
の
說(S

im
o
n

 §
5

7

 s
n

g
§

 

2
2

7
)

と

あ
6

0

獨
逸
现 

行
商
法
のD

s
k

s
c
h

rift

tt
呑
の
中(

P  )

の
®

と
第
二 

.

說
と
を
併
用
せ
-
^
。

日
く
株
式
の
梢
湖
を
匆
何
に
贷
借 

對
照
表
に
記
載
す
べ
き
か
を
規
S
す
る
こ
と
は
^

^
® 

な
6
。
殊
に
純
益
を
以
て
消
却
す
4
場
合
に
»
資
本
金

七
o
七
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雜

錄

を
減
少
せ
少
し
，て
舊
の
ま
>
記
載
す
る
か
叉
は
減
少
し 

把
る
資
本
金
と
共
に
消
却
し
^
る
株
式
の
總
額
に
相
當

七
0

八

せ
ず
。
且
債
權
者
保
護
の
方
面
よ
6
云
ふ
S
當
を
得
t

す
る
細
目
を
借
方
に
記
載
す
る
こ
^j

自
明
の
事
な
ろ
.i 

(M
u
g
d
a
n

 :  D
e
n
k
s
c
h
rift  S

.  

3
0

5
)

是
に
依
て
觀
れ
ぱ 

獨
逸
商
法
起
萆
者
の
意
見
は
第
一
說(

ィ，)

の
ス
タ
ゥ
ブ 

式
の
解
釋
を
全
が
M

外
に
付
し
*
る
C
と
明
矽
な
6
0
 

3C
委
員
會
の
議
事
錄
に
於
<
名
、
此
點
に
就
きy

何
等 

疑
問
の
生
b
te
:
る
事
な
き
が
如
し
。
何
ぞ
知
ら
ん
後
に
.
 

至
6
X
タ
.ゥ
ブj

派
の
解
釋
の
爲
め
起
草
者
の
精
神
は 

全
然
蹂
臟
せ
ふ
れ
、
僙
權
者
保
護
に
關
す
る
折
角
の
規 

定
名
半
は
其
效
用
を
失
ふ
に
至
ら
ん
と
は
。

右
第一

說
に
屬
す
る
％
の
は
、
何
れ
名
資
本
は
必
ら 

す
株
式
に
分
杧
れ
次
る
可
か
ら
^
。
株
式
に
分
把
れ
次 

る
資
本
は
存
在
せ
少
i

の
原
則
を
、固
守
す
る
に
基
く
。
.
 

株
式
、炉

0

0

に
ょ
6

て
梢
減
す
れ
ば
之
れ

に
相
當
す
る 

資
本
額
は
必
ら
梦
減
少
す
-

A
J

す
る
な

:̂N。

而
し
て
第
一 

說Q

中
に
て
將
別
强
制
積
立
金
を
認
む
る
の
說
は
、
資 

本
は
株
式
に
分
杧
る
、
こ
と
を
要
す
i
の
原
則
に
背
馳

る
名
の
、
.如
し
。
然
れ
ど
令
其
所
謂
强
制
積
立
金
な
る 

名
の
、
性
質
如
何
若
之
を
資
本
金
と
同
様
に
取
扱
ふ
べ 

\

き
？
の
と
す
れ
ば
、
法
律
上
の
效
果
ょ
6
見
て
資
本
が 

減
少
せ
次
る
と
何
等
の
差
異
な
し
。
假
令
資
本
於
減
少 

せ
卞
A
說
く
名
特
別
決
識
の
場
合
に
於
け
る
資
本
の
意 

味
の
如
：き
は
、
株
式
に
分
女
れ
*
る
資
本
を
意
味
す
べ 

き
名
の
と
解
す
る
や
勿
論
な
る
が
故
、
此
點
に
於
て
？ 

雨
者
の
間
に
差
異
を
生
せ
ず
。
叉
法
定
準
備
金
i
同
一 

の
取
扱
を
爲
す
名
の
と
せ
ん
£
、
商
法
第
百
丸
十
四
條 

第
二
項
に
は
額
面
以
上
の
價
額
を
以
て
株
式
を
發
行
し 

.
允
る
場
合
.に
は
、
其
額
面
を
超
ゆ
る
金
額
以
法
定
準
備 

金
に
紐
入
る
、
事
を
規
定
せ
.
0
0 

(

猶
逸
民
法
第
二
百
六 

十
二
條
亦
然
6)

然
る
に
株
式
消
却
の
場
合
に
對
し
て 

.
右

の

規

定

を
缺
け
6
。
右
の
如
き
器
械
的
且
强
，行
的
の 

規
定
を
他
の
場
合
に
擴
張
せ
ん
と
す
る
は
、
解
釋
上
颇 

る
不
穩
當
と
云
は
次
る
を
得
ず
。
從
て
此
說
は
立
法
論 

と

し

て
は
格
別
解
釋
論
i
し
て
は
採
用
す
る
を
得
^
る

115

べ
し
。

：
 

'

第

一

說
◊
ィ)

の
一.

ス
タ
ゥ
ブ

」

の
解
#

e
其
結
果
に
於 

て
財
產
賺
の
原
則
と
頗
る
背
馳
する

；,p

の
あ
6
ヽ
今 

妓
に
資
本
金
十
萬
圓
負
債
三
萬
圓
純
益
一
一
萬
圓
之
に
對 

し
財
產
十
五
萬
圓
を
有
す
る
會
社
あ
せ
ん
に
，、
其 

對
照
表
は
左
の
如
く
な
.る
べ
し
。
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嵩 

^
 

I- 

_
_
__ 

_
_
_
_

_
•

IV
:

 

1
5
,

右
の
如
き
會
社&

純
益
一.ー
驾
圓
を
以V

棘
式1.1

萬
圓
を 

消
却
し
杧
ん
と
せ
ん
に(

法

定

準

備

金

の

.，問

題

は

暫

く
 

別
と
し
て
次
の
如
き
結
果
を
生
ず
。

ff*  

®

U

減 

m

タ 

•

0

 

.
鲥

グ

；

■;
'

.
is

:

 

1

CO

雜
.

錄
.

右
の
如
く
株
式
の
消
却
後
1C
於V
生
b
1t
る
殘
高
は
再 

び
純
益
i
し
<
株
主
に
配
當
し
得
べ
き
.利
益
な
/ジ
。
故 

に
此
殘
高I

ー
萬
圓
を
以V

苒
び
株
式
.の
消
却
を
行
ふ
こ 

一
と
を
#

。而
し
て
此
申
_
を
#
«
す
と
き
は
、會
社
は
最 

.早
營
業
を
#
业
し
何
等
の
利
益
を
得
る
の
.途
な
き
場
合 

に
於
て
名
尙
且
續
々
株
式
の
消
却
資
本
の
減
少
を
行
ふ 

こ
と
を
得
べ
：し

(

此
點
にrv

§:<
R

e
is

c
h
in

:G
r&

n
h
u
t  

z
e

its
c
h

rlftw
d

.  

2

0 03
.7

2
6
)

參
照 

o 

-

 

「

ス
々
ノ
ゥ
グ」

ぜ
亦
其
«
に
右
の
如
き
缺
點
あ
る
を
認 

む
o
然
れ
と
を
辯
謹
し
<日ぐ右の如き手續
 

|  

.を
行
ふ
1C
»
會
社
の
負
愦
に
，相
當
す
る
丈
け
0
財
産
は 

必
す
貸
方
.に
於
て
存
在
す
る
こ
と
を
要
す
。
若
し
財
產
.
 

の
総
額
が
負
債
の
總
額
以
下
i
な

ら

ば

.、

.純
营
生
す 

る
餘
地
な
-u
。
故U

右
の
場
合
に
於
て
：資
本
金
が
如
何 

に
減
少
す
る
令
負
債一  
一.

一

萬
圓
に
相
罾
ず
る
財
*
は
少
く 

一
と
名
貸
方U

存
在
せ
3'
'
る
べ
か
ら
^

0
果
し
て
然
ら
ば 

會
社
債
權
者
は
旣
に
其
倩
權
に
相
當
す
る
丈
の
檐
保
S 

6
、
何
等
損
害
を
受
く
る
t
i
な
し
と
.o 

(s
ta

u
b

 §

,

七
'0
九
：



雜

錄

A
lp

 

1
3
)

然
れ
ど
名
此
説
は
課
れ
6

。
若
し
會
社
財 

產
於
常
に
淸
算
價
額(

卽
ち
卽
蹄
に
寶
却
し
て
得
ら
る 

べ
き
價
額)

を
以
て
見
積
ら
れ
、
.而
^P

其
見
積
が
正
！
！
‘

 

を
失
は
^
る
名
の
と
す
れ
ば
、
債
權
者
を
害
す
る
こ
と 

甚
し
か
ら
次
る
べ
し
と
雖
名
、
會
社
存
纘
中
に
於
け
る 

會
社
財
産
の
見
#
は
其
會
社
の
營
業
に
使
用
せ
ら
れ
^: 

る
狀
態
に
於
け
る
評
價
に
依
る
名
の
な
る
、が
故
、
卽
槠 

に
寶
却
す
れ
ば
其
丈
の
價
格
な
き
を
普
通
と
す
。
從
て 

之
か
赏
め
&
權
卷
か
害
を
受
る
こ
と
勿
論
に
し
て
、
右 

「

ス
タ
ゥ
ブJ

の
說
の
當
ら
次
る
乙
と
明
か
な
6
0
 

叉「

ス
タ
ゥ
ブ」

の
#

ふ
る
於
如
く
純
益
を
以
て
、
株
式 

を

梢

却
/;
其

結

果
資
本
減
少
に
ょ
6

て
再
び
純
益
を
生 

じ
、
其
純
益
を
以
て
再
び
株
式
を
消
却
し
資
本
を
減
少 

す
る
を得。然
是
等
の
手
續
を
債
權
者
を

害
せ
尹 

と
の
理
由
の
下
.に
是
認
す
る
名
の
と
せ
ば
、
其
結
果
は 

龃
る
不
權
衡
に
陷
る
を
免
れ
^
。
今
假
に
資
本
金
十
萬 

圆
負
債1

一萬
圓
財
產
十
一
一
萬
圓
の
會
社
あ
み
と
せ
ん
に 

此
會
社
が
三
®
圓
の
損
失
を
來
し
財
產
丸
萬
圓
と
な
-

CN

七
1
0

'f
c
る
.於
爲
め
其
資
本
金
を
七
萬
圓
に
馘
少
せ
ん
と
す
。
 

此
場
合
に
は
假
令
資
本
金
を
七
寓
圓
に
減
^
す
る 
'名
、
 

尙
且
ニ
萬
圓
の
負
債
に
對
し
て
九
萬
圓
の
擔
保
を
有
す 

べ
し
。
然
る
に
此
場
合.U

は
資
本
減
少
の
規
定
に
依
ら 

fo

る
を
得
梦
。
之
に
反
し
て
純
益
を
以
て
株
式
を
消
却 

す
る
場
合
に
は
負
債
額
及
法
の
許
す
最
少
資
本
額
の
合 

訃
に
相
當
す
る
財
產
を
殘
し
て
、
他
は
委
く
分
酤
し
得 

る
こ
と
、
な
る
べ
く
、
其
不
合
理
な
る
や
明
か
な
f
ノ
。
 

又
法
か
會
亂
債
權
者
を
保
請
す
る
に
付
て
要
求
す
る
所 

の
名
の
は
負
債
額
に
對
す
る
財
產
維
持
に
非
梦
し
て
負 

債
と
資
本
金
と
を
合
計
し
杧
る
額
に
對
す
る
財
産
の
雜 

.持
な
ハ
0
S
し
法
は
物
的
團
體
杧
る
株
式
會
社
に
あ
6 

て
は
、
單
に
負
偾
に
相
當
す
る
財
產
を
有
す
る
の
み
に 

.て
は
、會
社
債
權
者
の
保
護
^
全
な
ら
支
と
せ
る
な
.

0
。

叉「
ス
タ
ゥ
ブJ

一
 

派
の
解
釋
に
依
れ
ば
、
.果
し
て
株 

式
が
純
益
を
以
て
梢
却
せ
ら
れ
^
る
3

の
と
云
ふ
を
# 

る
や
否
や
頗
る
疑
な
き
を
得
す
。
若
消
却
於
純
益
を
以 

て
爲n

れ
戈
る
そ
の
さ
せ
ば
、
.同

J

の
純
益
於
'^
却
後

117

の
對
照
表
に
於y

最
早
現
は
れ
來
る
の
理
な
し
。
若
同 

.
一
の
純
益
が
消
划
後
の
對
照
表
に
於
て
洱
び
琪
は
る
、

%
の
と
せ
ば
^
划
於
純
益
を
以
て
爲
3
れ
次
A
ノ
し
確
®

j  

に
あ
ら
.ず
や
。「

ス
タ
ゥ
ブ」

1

派
の
學
者
於
斯
の
如
き|  

明
々
白
々
の
理
を
誤
認
し
^
る
所
以
は
消
却
の
進
備
手
一 

續
*
る
M
收
、
叉
は
賠
償
支
拂
と
消
却
其
物
と
を
很
同 

し
^
る
に
あ
る
於
如
し
。
株
式
梢
却
の
場
合
に
於
て
は 

會
社
浒
株
式
を
任
意
的
叉
は
強
制
的
方
法
に
上
6
て 

一

|  

旦
自
己
の
手
に
收
め
然
る
後
之
を
廢
滅
す
る
は
呰
通
の
ノ
 

順
序
な
る
べ
し
。
而
し
て
株
式
の
消
却
は
會
社
が
其
株
一 

式
を
自
己
の
手
に
收
む
る
事
自
身
を
云
夯
に
あ
ら
す
し\ 

V
、

採
式
の
廢
滅
其
物
を
意
味
す
る
な
6
。
故

に

純

益

\ 

を
以
て
株
式
を
消
却
す
と
云
ふ
と
き
は
、
準
備
手
續
杧
一 

る
株
式
の
取
得
が
純
益
を
以
て
爲
3
れ
祀
る
の
み
な
ら

\ 

ず
、
株
式
廢
滅
後
の
結
果
が
純
益
を
以
て
消
却
せ
ら
れ
一 

允
る
名
の
と
な
ら
^

^
を
得
す
。
今
前
に
揭
げ
tc
る
と 

同一
.

の
例
を
以
て
說
明
せ
ん
f
c
。

«
,
钟

睁
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0̂

右
の
會
社
胗
純
益
ニ
萬
_
を
以
て
消
却
の
目
的
に
< 

株
式
を
取
得
し
^
も
と
せ
ん
に
、
此
株
式
は
當
然
廢
滅 

せ
ら
る
べ
き
？

p

の
な
る
於
故
、
財
產
と
し
て
取
极
ふ
こ 

と
を
得
ず
、
從V

對
照
表
は
左
の
如
く
な
る
べ
し
。

.

•ft 

If 
.
 

威

^

•

»

锊
：
咏 

S
 

部

m

1:3

»

0

 

 ̂

_
_
_
_
_

1
3

C C

.
右
の
手
續
に
て
は
純
益
は
消
派
し
、
称
式
取
#
-
純 

益
を
以
て
爲
さ
れ
农
石
^
明
瞭
な
6
、
然
れ
ど
名
此
手
.
 

續
は
株
式
の
消
却
-riあ
ら
す
し
て
S
V
備
行
爲
な
6
。
 

故
に
消
却
奴
眞
に
純
S
を
以
て
爲
3
れ
セ
6
や
否
や
は 

株
式
梢
滅
後
に
於
て
知
ら
る
、
名

の
な
6
。
今
株
式
に



分
*
れ

次
る
資
本
を
認
め
株
式
消
滅
す
る
劣
資
本
は
减

を
賞
徹
せ
ん

i

ず
る

i

き
は
余
が
前
已
1C
進
^
る
佑
一 

の
場
合
を
除
き
て
は
純
益
.を
以
て
す
る
#
式
の

®
i)
J
«

少
せ
^ '
る
事
を
得
る
名
の
と
せ
ば
、
右
の
對
1
安
は
%

式
廢
滅
卽
梢
却
後
に
於
<

i

倚
右
の
如
く
な
る
ベ

.し
。
然
れ
ど
名「

ス
タ
ウ
プ」

.•派
の
說
く
於
如
く
株
式

に
分
杧
れ
^
る
資
本
を
認
め
^
る
と
き
は
、
株
式
廢
减

(

郎
f t
却
のi

兀
成
し
允
る
塒)
後
の
對
照
表
は
次
の
如
く 

な
る
べ
し.
.0
,

«

讲

咏

'C
O
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1
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13  

1

5

1

右
の
表
に
於
て
株
式
の
消
却
に
ょ
6

て
、
資
本
金
の 

中11

萬
圓
は
絕
對U

減
少
す
る
％
の
と
ず
れ
ば
、
.之
と 

同
峙
に
純
益r  i

萬
圓
は
絕
對
に
發
生
せ
^
る
.を
得
^
。

從
て
消
却
は
純
益
一
一
萬
圓
を
以
て
な̂

れ
岁
し
七
、
資 

本
金
ニ
萬
圓
を
以
て
.爲
3

れ
^

る
こ
と
、
な
.る
^

に
、
. 

資
本
金
は
必
梦
株
武
に
分
^
れ
^
る
可
ら
^
と
の
原
則

法
律
上
不
能
な
6
と
云
は
^
る
を
.得
ず
、「

ス
タ
ゥ
ブ
.

」

\

一
派
の
解
釋
者
は
法
律
上
不
能
な
る
べ
き
手
纘
を
可
能 

な
る
.於
の
如
く
に
誤
認
し
杞
る
4

の
な
6
。

「

ス
タ
ゥ
ブJ

一
派
の
解
釋
は
記
帳
上
不
能
な
6
、
故 

に
叉
法
#
上
3
不
能
な
6
i

の
如
く
論
ず
る
者
あ
A
c 

|  

(D
ie
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A
m

o
rtis

a
tio

n

 v
o
n

 

A
k

tis
,  

J?ra
n
z  

G
e
s
te

fe
ld

 

D

p

vs
o
oo)

然
れ
ど
ぢ
記
帳
は
實
體
法
の
運
用
に
す
ぎ 

岁
記
帳
上
の
都
合
を
以
て
、
t
i i
a
の
解
釋
を
左
右
せ 

ん
と
す
る
は
、
余
其
可
な
る
所
以
を
知
ら
す
。
記
^
は 

■實
體
法
說
明
の
方
法
と
し
て
可
な
6 0

以
て
^
體
法
解 

釋
の
理
.由
i
な
る
名
の
に
あ
ら
^
る
べ
し
。

第
二
說
は
#
式
%
^
に
よ
6
て
資
本
於
減
少
す
る
鍚 

|

合
i
然
ら

3'
'
る
場
合
と
あ
^
s
o
資
本
滅
少
の
目
的
を
以 

て
株
式
を
消
却
す
れ
ば

資
本
は
減
少
す
れ
ど
ぢ
、
然
ら 

次
る
以
上
は
資
本
は
減
少
せ
梦
、
叉
資
本
は
其
性
質
上 

絕
對
に
株
式
に
分
*
れ
ざ

る
可
ら
岁
と
云
ふ

に
あ
ら
す

.

し
て
只
會
社
の
設
立
に
當
6
出
來
得
る
限
6
株
式
に
分 

つ

べ
し

と

云

ふ

に

過

ぎ

ず

。
而
し
て
商
法
西
五
十
一
條 

第

二

項

伹

書(

獨
商2

2
7

條)

は
此
原
則
に
對
し
て
例 

外

を

な

^

•

の

な
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A
u
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R
e
g
u
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D
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R
e
c
h
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d
e
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k
tie

n
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Q
e
seuschaften,  2  te
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2
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CO2
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名
亦
兩

說

な 

る
名
の
、
如
し
、其
他
前
述
のD

e
n
k
s
c
h
rift

名
亦
此
場 

合
を
離
む)

吾
商
法
に
於
<
は
其
第
百
四
十
三
條
に
於 

て
株
式
會
社
の
資
本
は
之
を
株
式
fe
分
つ
乙
と
を
要
す 

と
明
記
し
杧
る
以
上
は
、
此
說
は
少
く
と
名
吾
商
法
の 

解
釋
と
し
て
6
採
用
し
得
^
る
於
如
き
観
あ
6
。
然
れ 

ど
名
商
法
第
百
四
十
三
條
の
規
定
あ
る
に
名
係
は
&
步 

此
第
ニ
ま
は
若
於
く
單
純
に
排
片
し
得
次
る
べ
し
と
信 

梦
。
蓋
し
第
百
四
十
三
條
に
於V

資
本
は
之
を
株
式
に 

分

つ

，0と
を
袈
す
と
規
定
せ
る
は
、
資
本
は
總
て
株
式 

.な
る
部
分
よ
-0成

立

，
せ3'
'
る
.可
ら
ず
と
0
意
.に
あ
ら
 ̂

19
しy

會
社
財
產
に
對
す
る
持
分
は
必
ず
株
式
.な
る
一
定

.雜

錄

の
形
^
を
備
.へ
穸
る
可
ら
ず
と
の
意
な
6
、
«
し
棘
式 

會
社
の
姐
く
多
數
人
於
會
社
に
參
與
す
る
煬
合
に
於
て 

は

一
方
に
於
て
.は
、
會
社
に
對
す
る
權
利
義
務
の
計
算 

(

拂
込
義
務
、議
決
權
、
利
益
.配
當
め
如
き)
を
出
來
辟
る 

限
6
犟
純
な
ら
し
め
、
他
方
に
於
て
其
の
持
分
の
移
轉 

を
容
易
な
ら
し
む
る
の
要
あ
A
ノ、
此
必
要
を
充
fc
す
上 

に
於
'て
、
持
分
を
株
式
な
る
一
定
の
形
式
を
備
ふ
る
軍 

位
を
以
て
f t
算
す
る
は
、
尤
^
策̂
の
得
^
る
名
の
に
し 

て
-、
，經
濟
狀
態Q

發
展
と
共
に
此
制
度
名
亦
成
熟
す
る 

に
至 

6
fc
る
名
の
な
6
 (L

e
h
-
m

an

i3a
.  a

.  o
.  B

d
,  I.

S
.  

1
00
3

, 

100
4.參
照)

資
本
を
株
式
に
分
つ
の
理
由
右
の 

如
し
と
せ
ば
、
商
法
第
百
四
十
三
條
は
資
本
は
悉
く
株 

式
に
分
^

^

る̂
可
ら
卞
と
規
定
せ
る
名
の
な
6
と
解 

る

，

の
要
^
^

、
.單
に
會
社
^
^
1̂
に

^
^
^
る

持

分
«
株 

式
な
る
形
式
に
分
つ
t

と

を

-®
し
、
英
法
に
於
け
る 

S
to

c
k

の
如
き
制
度
を
認
め
^
る
の
精
神
な
ろ
と
解
す
、
 

る
名
不
可
な
き
於
如
じ
。
而
し
て
之
を
記
帳
す
る
に
は

七
ニ11
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濰

：

錄

«

斜

睁

5
0
0
0
0

5
0
0
0
0 

|  

l
o
o
o
o
o

i
せ
ぼ
可
な
る
ベ
く(G

e
ste

fe
ld
】  a.  a.  

p
 s

.  

4
5 )

而

し

|  

て
商
法
第
ニ
哲
九
條
0
場
合
に
於
け
る
資
本
は
株
式
に|  

分
た
れ
ft
る
資
本
を
以
て
計
算
す
る
は
條
理
上
當
然
.の

J  

る
が
故
、
敢
て
不
都
合
を
生
せ
5'
'
る
べ
しo  

\

.
右

の

如

く

株

式

u

茗

れ

富

業

の

說

名
一
槪
に
排
斤
し
#

^
る
ベ
く
、
五
ロ
商
法
第
百
五
十
一 

條
第
ニ
項
の
解
釋
と
し
て
：は
此
誰
を
採
用
す
る
か
、
然 

ら
.次
れ
ば
余

於
前
に
述
べ
^
る
如
く
#
式
の
數
を
半
減 

し
て
一
株
の
額
面
を
倍
加
す
る
^
^
き
場
合
に
の
み
限 

る
の
外
な
く「

ス
タ
ゥ
ブJ

.

の
解
釋
及
び
强
制
積
立
金
を 

認
む
る
の
說
は
絕
對
に
採
用
す
る
を
得
岁
。R

e
L
s
c
l
l
'

ft 

立
f t
論
と
し
て
消
却
後
名
尙
減
少

せ
ざ

み

儘

の

資

本

をj  

對
照
表
に
記
入
せ
し
め
.、
且

つ

消

郑

し

杧

石

資

本

額

を\

他
の
部
分
と
區
別
せ
し
む
べ
し
4

ろ
。
斯
の
如
く
す

る
i

き
は
、
：.以
て
' 1

度
株
式
消
却
に
利
用
し
杧
ム
純
益
.

.七
，

I.

四

を
以
て
繰
返
し
、
再
三
再
四
游
却
に
利
用
す
る
於
如
き 

不
都
合
を
避
く
る
を
得
べ
しi(

G
r

c:n
h
u
t  a.  a.  

p s
.  

7
2

9
)

蓋
し
；Re

is
c
h

は
獨
逸

商
法
ニ

西

ニ
十
七
條
第
二 

項
を「

ス
タ
ゥ
ブ」

と
同
様
に
解
釋
す
る
财
故
、
右
の
如 

き
立
法
論
を
な
す
S

の
な
れ
ど
名
、
斯
の
如
き
解
釋
ヤ 

法
律
上
不
可
能
な
る
を
知
ら
ば
、
X
右
の
如
き
論
を
立 

法
論
と
し
て
主
張
す
る
よ
^
0
名
寧
ろ
解
釋
論
と
し
て
主 

張
す
る
の
當
れ
る
を
知
る
へ
べ
しo

右
の
如
く
罟
商
法
百
五
十
一
條
第
二
®
及
獨
逸
商
法 

二
百
ニ
十
七
條
第
二
項
の
解
釋
に
就
て

は
、
學
說
區

 々

に
岐
れ
fc
る
&
■
、
英
國
食
社
法
に
て
は
株
式
の
消
却
®? 

本
の
減
少
を
な
3
ず
し
て
純
益
を
以
て
娜
込
額
の
返
還 

を
行
ふ
こ
と
を
許
し
允-CN

0 

(
C

o
m

p
an

y

 

c
o
n
s
o
i

T- 

d
a
tio

n
 A

c
t.L

s
io

n

 4
0
0

而
し
て
此
場
合
に
は
資
本
滅 

.̂
の

却

楚

に

從

ふ

を

要

せ

岁

卽

ち

此

場

合

に

は

純

益

を
 

M
益
i
し

て
®
當

す

る

代6
に

之

を

狒

込

額

の

返

®
と

,
 

し
て
，分
配
す
る
な
ん
其
結
果
は
株
式
梢
却
の
如
く
、株 

式
其
物
の
®
滅
を
來
3
卞
資
本
$
亦
減
少
せ
^
る
こ
i

勿
論
に
し
て
且
挪
込
栎
が
.返
還
を
受
杧
る
範
圓
に
於V

 

未
狒
撤
1C
復
す
る
も
の
な

6 (H
a
n
d
e
ls

re
c
h
t  

d
e
s

'E
rd

b
a
ls

著
者
が
此
場
合
を
實
本
減
少
の
一
場
合
と
し 

て
說
き
^
る
は
分
類
の
方
法
に
於
て
誤
れ
6
寧
ろ「

資 

本
減
少
に
類
似
せ
る
手
續」

中
に
說
ゆ
す
ゑ
を
疋
當
と 

す
べ
し 

H
s
d
e
ls

re
c
h
t  des  

E
rd

b
alls  X

I  3tG

 A
u
fl.,  

s
. X

I,  A
b
t.I,d

e
r  is

t  T
e
il,  s

.  

IOO
J
 

.
右
の
規
定
に
對
し

「

パ

ッ
ダ
レー

」

は
略
前
述
獨
逸
商 

法
に
於
.け
るr

ス
.タ
.ゥ
ブ」

の
解
釋
に
對
す
る
と
同
様
の 

非
難
を
な
せ
6
。
臼
く I

度
純
益
を
以
て
娜
込
額
の
一
 

部
を
返
還
す
る
と
き
は
、
其
結
果
に
於
て
苒
び
純
益
& 

生
匕
"
此
純
益
を
以
-C
再
び
返
還
を
な
し
#
ベ
く
、
之 

を
繰
返
す
と
き
^
會
社
財
產
は
僅
か
に
負
債
額
に
對
す 

る
財
產
を
剩
す
の
み
に
し
<
、
餘
は
返
還
せ
ら
れ
終
る 

ベ
，し
。
苦
汉
一
度
返
還
に
利
用
し
^
る
純
益
は
再
び
返 

還
に
利
用
す
ゐ
を
得
ず
と
す
る
と
き
.は
*
其
額
は
法
律 

上
如
何
な
る
性
質
を
有
す
る
や
は
法
は
全
然
規
定
せ
ず 

12
.
1
從
つ
て
法
律
上
之
を
如
何
に
取
极
ふ
べ
き
か
ば
不
明
な

雜

錄

 

•

6
a
且
右
の
如
く
一 
度
返
還
に
刺
用
し
お
る
額
は
再
び 

返
還
に
利
用
す
る
を
#
ず
と
は
全
然
法
の
規
定
せ
ざ

る 

所
な
-
o
i 

(
w

u
c
k
ie

y
,  T

lie

r
a
w a

n
d

 P
ra

c
tic

e

 s
d

e
r

 

th
e

 

C
o
m

p
a
n
y

 
A
c
rS

 

G
o
p̂I2

5
M

以
下)  

英
法
に
於
け
る
右
の
結
果
は
獨
逸
及
日
本
商
法
に
於 

け
る「

ス
タ
ゥV

」
一

派
の
解
釋
よ~
^
生
ず
る
紹
果
と
, 

る
相
似
杧
る
％
の
ぁ
6
。
固
よ
ろ
英
法
に
於
て
は
單
に 

狒
a '
額
の
減
少
を
生
す
る
の
み
に
し
て
、
從
て
栎
主
に 

狒
込
の
義
務
を
生
ず
る
が
故
、
採
主
に
娜
込
の
資
力
 ̂

へ
有
る
以
上
は
債
権
者
の
檐
保
は
充
分
な
6
と
云
ひ
# 

ベ
し
。
然
れ
ど
ち一

會
社
の
株
式
の
大
部
分
を
少
數
人 

に 
<

有
す
る
場
合
に
は
其
少
數
人
が
無
資
力
と
な
6
杧 

る
'が
爲
め
に
、
債
權
者
は
容
易
に
害
せ
ら
石
、
事
と
な
.
 

る
べ
し
9
故
に
英
法
に
於
け
る
會
社
俊
權
4 f
の
她
位
$ 

未
だ
以
て
充
分
安
固
な
6
と
云
ふ
を
得
^

。

.
ニ
株
主
の
保
護 

.

株
式
の
消
却
に
は
任
意
貿
收
に
よ
る
場
合
と
抽
顧
通

七1

沍



七一

六

取
得
す
る
こ
と
>」

得
べ
し
。
獨
逸
商
法
の
此
規
定
に
對

す
る 

b
s
k
s
c
h
r
i
f
tQ

M
Mlc
B
<

.

.雑

錄
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212
告
等
强
制
的
の
方
法
に
依
る
場
合
と
あ
.り
。
任

意

買

悅

.
 

に
眛
ふ
場
合
に
は
、
當
該
株
主
の
承
諾
に
よ
ろ
-て
行
ふ 

名
の
な
る
が
故
、
株
主
保
護
の
問
題
を
生
#
す
之
に
反 

し
て
强
制
的
の
方
法
に
依
る
場
合
に
は
株
主
は
自
己
の
一 

意
思
に
反
し
て
其
權
利
を
失
ふ
こ
i
>
な
シ
拟
故
之
が 

保
護
の
必
要
生
す
。
而
し
て
此
保
護
の
方
法
に
：就
き
て 

ニ
個
の
法
制
あ
A
ノ
。一

は
獨
逸
商
法
に
し
て
他
は
英
國 

會
社
法
な
6
0 

• 

|

獨
逸
商
法
は
任
意
買
收
に
依
ら

^
る
株
式
の
.消
却
は 

最
初Q

定
款
叉
は
消
却
せ
ら
る
べ
き
«
s
の
引
受
前
に
.一
 

.變
1,
し
*
る
定
款
に
於
て
、
.之

を

許

す

.に

あ

ら

^ '
れ
ば
一 

行
ふ
こ
A
を
得
^
と
し(H

.G
.  B

.  §  
2
2MAb

s.  I)

以

て
|  

株
主
辦
何
等
の
豫
想
な
く
し
て
株
式
を
取
得
し
^
る

後

|  

に
至
ろ
、
其
株
式
が
突
然
消
却
せ
ら
る
、
の
危
險
を
豫

\ 

防
し
允
6
。
此
規
定
あ
る
が
爲
：
gic
株
主
ft
ら
ん
と
す

\ 

る
者
は
#
株
式
财
將
來
自
己
の
意
に
反
し
梢
却
せ
ら
る\ 

る
こ
と
あ
6
や
否
や
を
豫
知
ず
る
を
得
る
が
故
、
此
點 

に
つ
き
何
等
不
安
の
念
を
抱

 

..く

こ

と

な

く

 
し

て

#

式

を

「

草
案11

百
！一

十
五
條(

現
行
商
法
ニ
百
一一

十
七
條〕

は 

現
行
法(

獨
逸
舊
商
法
二
百
十
S
條
d )

と
異
な
れ
6

,
 

現
行
法
は
資
本
財
產
を
以
て
行
ふ
所
の
株
式
の
消
却 

に
就
，て
は
消
却
於
資
本
減
少
の
規
定
に
從
ネ
以
上
は 

定
款
に
於
て
浪
却
を
認
ひ
る
を
要
せ
岁
。
叉
定
款
に 

於
て
之
を
認
め
杧
る
の
み
に
て
は
不
充
分
と
せ
ぅ
。 

而
し
て
此
原
則
は
池
却
が
任
意
買
收
に
ょ
る
と
强
制 

、
的

の

方

法

に
依
る
と
を

問
は
ず
«

甩
せ
ら
，0.
,
^
6

。 

然
れ
ど
$
此
組
織
に

對
し
て
は
疑
を
揷
ひ
ぺ
き
の
理 

由

あ
-

O
。

債
櫳
者
を

保
護
す
る

於
爲
め
に
設
け
ら
れ 

女
る
資
本
減
少
の
規
定
に
侬
る
事
财
以
て
原
始
定
款 

叉
は
當
該
株
式
引
受
前
に
變
更
し
女
る
宽
款
に
猜
却 

を
許
す
規
定
な
き
に
係
は
ら
岁

一

部
の
株
主
ょ
A

其 

の
同
意
を
得
ず
し
て
# ;

主
權
を
«1
|
»
す
る
の
行
爲
を 

正
當
i
認
む
る
の
理
由
と
な
ら
す
0

X
商
法(

奮)

は 

資
本
財
產
.?
:•.以
て
せ
玄
し
ー
て
純
益
：を
以
て
す
る
株
武

123

.の
消
却
に
就
き
て
は
如
何
な
る
場
合
に
於V

?

原
始 

定
款
叉
は
當
該
株
式
發
符
前
に
變
更
し
杧
る
定
款
を 

以V

消
®
の
許
す
ベ
き
こ
と
を
規
定
せ
次
る
可
於
ら
'
 

卞
と
せ
ゲ
。
■然
ル
ど
名
法
の
此
氍
求
故
廣
き
に
失
す 

何
と
な
作
ば
株
式
好
抽
籤
叉
®
通
吿
の
如
き
强
制
的 

方
法
に
ょ
ら
^
る
傲
合
0.於
て
名
、
倚
且
株
式
引
受 

'
後
に
變
更
し
^
る
定
款
に
於
•<
消
却
を
許
す
の
み
に 

<
は
不
充
分
な
6
と
す
る
の
理
由
な
け
れ
ば
な
6」

i
o 

' 

:

(H
a
lm

u
n
d
M

u
g
d
a
n
,  D

e
n
k
s
c
h
rift,  S

.  

3
0

4
)

以
て
獨 

逸
現
行
商
法
消
却
に
對
し
、

.T

面
に
於
て
.債
權 

者
を
保
護
す
る
.と
同
滕
に
、
他
の
十
面
に
於
<
阇
密
な 

る
用
意
4)

以
<
個
々
，み
株
主
を
保
護
し
^
る
撒
神
を
窺 

ひ
得
.べ
き
：な
な
。
.
 

•
 

v

英
法，
u

f
 V

は
、
裁
刿
所
淤
適
當
と
考
ふ

i

m
 

並
條
件
の
下
に
K
本
減
少:

を

識
可
す
る
こ
と
を
得
、
,
 

f  C
o
m

p
a
n
y
n
o
n
s
u
lid

a
tio

n

 A
c
t  S

e
c
tio

rr  
5

0)

而
し
て

裁
判
所
が
適
當
と
思
考
す
：る
.條
件
條
項
は
單
に
債
權
者 

雜

,
錄

に
對

®̂̂
る
方
面
の
み
に
あ
ち
ず
し
て
、：
株
主
間
の
.關
係 

を
^
?舍
0
名
の
な
6
、
.卽
ち
株
式
消
却
^
株
主
間
に
於 

て
名fa

一
 r  an

d

 e
q
u
ita

b
le

 

U

行
は
れ
允
る
場
合
に
於
< 

裁
判
所
は
資
本
減
少
の
認
可
を
興
ふ
る
な
6
。
如
何
な 

る
鳴
合
に
昤
て
消
却
於
s
s
n
d e

q
u
ita

b
le

の
原
則
に 

反
せ
^

る
や
は
事
實
問
題
と
し
<.
、

個

々

の-^
-
合

に

於
 

七
定
U
ベ
き
な
ろ
。
英
國
の
判
決
は
此
點
に
.於
て
必
す 

し
，

SD.

獨

逸

商

法

と}:致
せ
^
る
於
如
し(

判
決
の
詳
細 

は

B
u
ck

一
 e

y

 1,34

頁
以
下
參
照)

右
の
如
く
英
法
に
あ
6

て
は
株
式
消
却
に
ょ
6
て
資 

本
、

S

減
少
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
於
個
々
の
株
主
の 

利
益
お
保
護
す
る
こ
と
、
な
れ
ど
i

株
式
消
却
に
ょ 

6

て
資
本
财
減
少
せ
^ :
る
镇
合
に
は
、
個
々
の
株
主
を 

保
護
す
る
の
途
缺
け
杧
る
於
如
し
"

.

右
.

1
.®

の
.法
制
を
除
き
て
は
、
株
式
の
消
却
は
定
款 

-に
規
定
$>
る
こ
と
を
耍
す
と
す
.る
名
.の
あ
れ
ど
％ 

(

例 

.へ，ば
瑞
西
偾
務
法
六
百
二
十
八
條
第
二
項
第
一
號)

然 

れ
ど
名
其
精
神
は
單
、

y

定
款
に
規
定
あ
る
乙
と
を
要
す

七一

七
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ベ
-
'
.

雜

錄

る

の
み
に
し
て
、
獨
逸
商
法
の
如
く
消
却
せ
ら
る
べ
き 

$
い
ユ
の
§
愛
饼

CC
旣
に
定
款
1C
-®
却

を
許
す
規
定
あ
る 

を
必
耍
と

す

る

に

あ

ら

次

る

べ

し

。
果

し

y

然

ら

ば
喷 

個
の
株
主
の
保
議
と
は
な
ら
-5 '
'
る

な
6
。

.
日
本
商
法
第
百
五
十j
條
第11

項
に
於
て
、

.0
々
の 

株
主
を
保
存
す
I

明
文
？

、
飜V

資
本
減
少
に
關 

す
る
第
二
百11

十
條
の1

1以
下
に
於
て
は
反
て
固
々
株 

主
に
^
し
、頗
る
背
酷
と
思
»
る
、
規
定
を
^
け
乙

6

0

 

而
し
て
第
二
百
二
十
條
に
於

.

て
槐
主
總
會
に
於
て
、
資 

本
減
少
の
決
議
を
爲
す
と
き
は
问
塘
に
其
馘
少
の
方
 ̂

を
決
議
す
る
こ
^
を
要
す
と
規
定
し
、
何
等
の
制
限
を 

名
付
せ
步
、
從
て
如
何
な
る
方
法
を
決
議
す
る

3

可
な 

る
が
如
し
。
而
し
て
此
立
法
の
主
意
を
擴
張
す
れ
ば
必 

ら
す
し
？
資
本
減
少
の
場
合
の
み
に
限
ら
ず
栎
式
#
®

 

の
埸
合
に
於
て
名
亦
如
何
な
石
方
法
に
依
る
を
問
は
次 

る
者
i
云
は
次
る
可
ら
ず
。
果
し
て
然
ら
ぱ
抽
籤
の
如 

き
方
法
の
有
數
な
る
は
倚
可
な
れ
ど
S
、
.若
し
一
部
の 

*
主
を
排
i K

せ
ん
於
爲
め
其
栎
主
に

屬
す
る
株
式
を
消

七1

八

却
せ
ん
i
し
^
る
#
は
如
何
、
若
此
場
合
は
株
主
の
同 

意
な
し
と

の
理
由
を
以
て
之
を

許
^̂ 
t
る

の

人

せ

ゴ 

抽
籤
の
場
合
に
於
て
S

當
選
し

セ
'
 
み
#
主
が
同
意
せ
次 

6

し
脬
は
消
却
す
る
を
得
^

る
べ
し
。
然
か
名
獨
逸
商 

法
の
如
き
規
定
な
き
が
敌
假
令
株
式
引
受

前
の
定
款
に 

於

て
規
定
す
る
名
其
効
衣
に

就
て
疑
な

き
に
あ
ら
^
。

:

吾
商
法
に
於
て
•株
主
於
其
意
思
に
反
し
て
栎
式
を
失 

ふ
場
合
を
特
に
規
定
せ
る
を
以
て
、(

第
白
五
十
三
條
第 

二
^
一
 
一
 

T
~fl
r
の
三
ン
r
く
の
如
き
規
/b
な
き
場
合
に
a 

栎
主
は
其
意
思
に
反
し
て
權
利
を
失
ふ
こ
と
な
く
.、
足 

て
^
式
梢
却
洛
亦
栎
主
の
同
意
を
搭
岁
し

て
之
を
爲
す 

t
と
を
得
梦
ふ」

解
す
べ
き
於
。
斯
の
如
く
解
す
る
と
き 

は

3
ロ
商
法
に
於
て
は
播
却
は
任
意
買
收
に
依
る
の
外 

.實
行
す
る
を
得
^
るN

J
i、

な
る
、
假
令
其
方
^

を
定 

款
に
於
て
規
定
す
る
名
、
株
主
於
栎
式
を
取
得
す
る
に 

當
6

一
々
定
款
を
見
る
場
合
少
な
於
る
べ
く
，
&
.
て
定 

款
に
規
定
あ
る
に
係
は
ら
岁
、
株
式
を
取
得
し
^
6
と 

の
理

由

を

以

て

へ定
款
に
定
め
±
る
游
却
の方

法

.C
同

t
し
^
石
免
の
と
云
ふ
を
得
^
。
定
款
に
定
め
允
る
消 

却
の
規
定
が
有
效
な
る
に
は
法
律
に
於V

之
を
認
o
る
.
 

こ
と
を
必
要
と
す
。 

I  

3C
商
法
第
百
:it
十
三
條
第
二
項
伹
書
に
一
定
款
の
定 

む
る
所
に
從
ひ
株
主
に
®
當
す
..ベ
き
和
益
を
以
<
す
れ
一 

S

此
限
■に
あ
ら
す
と
規
定
せ
6
。
玆
に
定
款
の
定
ひ
る 

所
に
從
ひ
と
あ
る
は
株
主
に
酿
當
せ
ら
る
べ
き
利
益
於 

定
款
の
定
む
る
所
に
從
ふ
べ
き
？
の
な
る
於
、
或
は
消 

却
が

®

款
の
定
ひ
る
所
に
從
ふ
べ
き
$
の
な
る
か
疑
な 

き
を
得
ず
と
雖
名
假
に
後
者
の
意
義
に
解
し
杞
ら
と
せ
一
 

ん
に
、
株
主
に
配
當
す
べ
き
利
益
を
以
て
消
却
す
る
に 

は
定
款
に
1
定
な
於
る
べ
£
ら
す
と
雛
名
、
資
本
減
少 

の
目
的
を
以

<

消
却
す
る
場
公
に
は
定
款
の
規
定
を
必 

要
と
せfo

る
か
、
叉
は
金
然
强
制
的
方
法
を
用
を
る
を 

得
ぎ
る
事
と
な
る
、
且
つ
其
定
款
名
株
式
取
引
前
の
定 

款
祀
る
を
要
せ
^
る
於
故
瑞
西
債
務
法
と
同
匕
く
株
主
—
 

保
餽
の
點
ょ
6
云
へ
ば
何
等
の
効
果
名
な
き
な
6
。
要 

す
る
に
‘告
商
法
の
消
却
の
規
定
は
個
々
の
株
の
保
護
の
,
 

方
而
に
於
て
顔
る
不
完
全
な

6

と
云
は
含
る
を
樽
^
。

■

英
國
國
民
保
險
法.

‘

增
井
幸
雄

ハ
1

、パ1
F
大
學
數
授j
F
v
l
l'
'
、
•ホ
-
リ
ツ
ト
氏
は

P
olitical  

scienoe  Q
uarterly,  vol.  X

X
V

II  N
o.  2

.

に
於
て
本̂-七
.月
十
三 

日
ょ
o
w
施
せ
ち
る
、、へ
 

>
-勞
働
保
險
法
の
網
要
を
ft
明
L
併
せ
て
之 

が
批
評
を
試
か
把
リ
0本
篇
《
冏
謎
所
載
の
3
5 3M

I  
一
 x

atom
l  

Insnrar.ce  A
ct

を
翻
譯
せ
る
名
の
な
^
'o

1

九

一
1

年
の
_
會
を
通
過
し
杧
る
國
民
保
險
法
は 

一
の
搌
本
的
の
點
及
ぴ
少
く
と
名
ニ
の
-偶
々
重
要
な
る 

點
に
於
て
英
國
從
來
の
法
令
洤
書
に
記
載n

•れ
し
諸
法 

令
と
趣
を
異
に
せ
6
0
該
保
險
法
は
ロ
ィ
ド
、
ジ
ョ
I

デ 

奴
チ
ョ
ッ
ザ
、
マ
ネ
ー
历
著『

保
險
せ
ら
れ
t
る
國
民』 

の
序
に
於
て
述
べ
^
る
^
如
く
、
大
と
な
く
、
小
と
な 

く
、
國
屁
.一
般
の
幸
福
の
戈
め
に
國
家
の
資
源
の
組
織 

に
ー
新
辟
代
を
劃
せ
ん
と
の
希
望
を
以
て
通
過
せ
ら
れ 

允
る
名
の
に
し
て
從
て
ア\

グ
ロ
サ
ク
y

ン
國
家
1C
於 

て
從
來
立
法
せ
ら
れ
^
る
3
の

、
中

に

就

き

V

最
^p

大
パ
 

膽
に
し
て
且
最
％
廣
汎
に
亘
る
社
會
的
立
法
允
6
。
其


